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春
日
市
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展

第
20
回 

受
賞
作
品
決
定

弥生の里大賞
『家庭科室前ニテ』

長
ちょう
　幸
ゆきひろ
宏さん（春日市立日の出小6年）

春日市教育長賞
『ヤギのおやこ』

川
かわぞえ
副玄

げん き
騎さん（那珂川町立安徳北小2年）

春日市長賞
『いやし』

大
おおつか
塚友

ゆ き
瑛さん（春日市立日の出小6年）

林紀一郎賞（審査委員賞）
『初めておじいちゃんにしょうぎで勝ったよ』
山
やました
下凌

りょうへい
平さん（春日市立春日小4年）

光
行
洋
子
賞（
審
査
委
員
賞
）

『
だ
い
す
き
な
か
き
ご
お
り
』　

日ひ
や
ま山

晃あ
き
ら良

さ
ん（
直
方
市
立
直
方
東
小
１
年
）

高
橋
秀
賞（
審
査
委
員
賞
）

『
ぼ
く
の
大
す
き
な
豊
臣
秀
吉
』

山や
ま
ざ
き崎　
隼は

や
とさ
ん（
福
岡
市
立
壱
岐
小
３
年
）

　
県
内
在
住
の
小
学
生
を
対
象
に
、昨
年
8
月
1
日
か
ら
10
月
28
日
ま
で
募
集
し
た

第
20
回
春
日
市
弥
生
の
里
児
童
画
大
賞
展
。今
回
は
、「心
に
残
る
、い
ま
描
き
た
い
も
の
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
、子
ど
も
た
ち
に
自
由
に
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。今
回
は
県
内
95
校
、

２
６
０
２
点
の
応
募
が
あ
り
、11
月
22
日
に
美
術
関
係
者
の
審
査
委
員
や
井
上
市
長
、

山
本
教
育
長
に
よ
る
審
査
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
多
数
応
募
の
あ
っ
た
作
品
の
中
か
ら
見
事「
弥
生
の
里
大
賞
」に
選
ば
れ
た
の
は
、

長 

幸
宏
さ
ん（
春
日
市
立
日
の
出
小
6
年
）の
作
品
で
す
。小
学
校
に
あ
る
教
室
前
の

日
常
風
景
を
描
い
た
作
品
で
す
が
、大
人
顔
負
け
の
色
使
い
や
タ
ッ
チ
に
、審
査
委
員

の
全
員
一
致
で
決
定
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
生
き
生
き
と
し
た
作
品
を
展
示
会
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

林紀一郎賞（審査委員賞）

日
山
晃
良
さ
ん（
直
方
市
立
直
方
東
小
１
年
）

春日市教育長賞 春日市長賞
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20周年記念特別賞（特別賞）
『ニャン太の音楽会』

濱
はまぐち
口実

みの り
里さん（春日市立白水小4年）

NHK福岡放送局賞
『お昼寝するひいばあば』　
伊
いとう
藤亜

あ き
起さん（春日市立春日野小3年）

20周年記念特別賞（特別賞）
『夏休みにまーちゃんと花火をしたよ！』
田
たなか
中梨

り か
花さん（北九州市立星ヶ丘小5年）

20周年記念特別賞（特別賞）
『ワ ニ』

丸
まるお
尾駿

しゅんすけ
介さん（福岡市立城原小3年）

ケーブルステーション福岡賞
『はじめてのさかなつり』

江
こうこ
湖芳

ほの か
果さん（春日市立春日北小１年）

吉村郁夫賞（特別賞）
『みんなでおどった』

有
ありはた
畑美

みはる
良さん（北九州市立青山小1年）

RKB毎日放送賞
『汽車と花』

溝
みぞべ
部静

しず く
来さん（福岡市立南片江小５年）

西日本新聞社賞
『きれいな海』

平
ひらかわ
河光

こうしん
紳さん（北九州市立湯川小２年）

20
周
年
記
念
特
別
賞（
特
別
賞
）

『
夕
日
に
そ
ま
る
立
て
抗
』

税さ
い
し
ょ所

珠じ
ゅ
よ
ん永

さ
ん（
志
免
町
立
志
免
南
小
４
年
）

20周年記念特別賞（特別賞）

ケーブルステーション福岡賞

吉村郁夫賞（特別賞）

RKB毎日放送賞

西日本新聞社賞

20周年記念特別賞（特別賞）

NHK福岡放送局賞

20周年記念特別賞（特別賞）
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【金賞】6点

▶泉
いずみだ
田湖

こ こ あ
冴空（福岡市立青葉小1年）

▶萩
はぎお
尾このみ（志免町立志免南小2年）

▶中
なかしま
島歩

あゆ む
夢（私立福岡海星女子学院附属小3年）

▶加
かとう
藤由

ゆう き
樹（行橋市立稗田小4年）

▶松
まつうら
浦かれん（私立福岡海星女子学院附属小5年）

▶前
まえだ
田幸

ゆき ほ
歩（筑紫野市立筑紫東小6年）

【銀賞】12点

▶石
いしば
塲碧

あお い
衣（嘉麻市立上山田小1年）

▶梅
うめだ
田文

あや め
海（大野城市立平野小1年）

▶田
たなべ
辺悌
だいじゅ
寿（那珂川町立南畑小2年）

▶道
みちやま
山梨

り の
乃（大野城市立平野小2年）

▶梅
うめばやし
林　桃

もも
（春日市立白水小3年）

▶中
なかむら
村まさき（春日市立須玖小3年）

▶坂
さかもと
本麻

ま な
菜（春日市立白水小4年）

▶中
なかむら
村風

ふう や
野（大野城市立大野小4年）

▶中
なかしま
島光

こう き
紀（福岡市立壱岐小5年）

▶永
ながぶち
渕紫

しほ う
峰（太宰府市立水城小5年）

▶尾
お だ
田友

ゆ り か
梨花（太宰府市立国分小6年）

▶金
かねこ
子侑

ゆ か り
香里（春日市立春日小6年）

【銅賞】18点

▶小
お の
野花

か な こ
菜子（那珂川町立南畑小1年）

▶手
てしま
嶋望

み ゆ
結（春日市立天神山小1年）

▶宗
むねさだ
貞彩

さ え
瑛（大野城市立平野小1年）

▶植
うえにし
西菜

な な こ
々子（北九州市立星ヶ丘小2年）

▶岡
おかとみ
富慎

しんたろう
太郎（那珂川町立安徳北小2年）

▶佐
さ ど し ま
土島萌

め い
衣（嘉麻市立千手小2年）

▶池
いけだ
田菜

な な
（々古賀市立花見小3年）

▶入
いりた
田詩

し お り
央理（春日市立春日原小3年）

▶永
ながい
井秀
ひでたか
尚（春日市立大谷小3年）

▶石
いしばし
橋武
たけひろ
丈（小郡市立大原小4年）

▶貝
かいばら
原史

ふみ か
夏（那珂川町立南畑小4年）

▶西
にしむら
村一

かず し
志（春日市立白水小4年）

▶竹
たけだ
田花

かり ん
梨（春日市立春日南小5年）

▶川
かわぐち
口莉

り お
央（古賀市立花見小5年）

▶田
たぐち
口覚

さと し
士（福岡市立南片江小5年）

▶花
はなだ
田みのり（春日市立白水小6年）

▶高
たかやま
山　陸

りく
（春日市立白水小6年）

▶吉
よしおか
岡実

み ゆ
優（春日市立白水小6年）

その他の入賞者（敬称略） 

問い合わせ先　社会教育課 社会教育担当　☎（575）4121　 （593）7380

◆授賞式 （入賞者対象）

　入賞受賞者51人に対しては、展示会初日に、井上市長、山本教育
長、審査委員、後援団体関係者などから賞状および副賞が授与され
ます。今回は20回を記念して、歴代受賞者5人にもプレゼンターと
して登壇してもらう予定です。

◆展示会
　入賞作品51点のほか入選作品267点を展示します。
皆さんぜひ見に来てください。入場は無料です。
日時　1月29日㈰〜２月12日㈰
　　　（1月30日㈪・2月6日㈪は休館）
　午前10時〜午後5時

※1月29日㈰、午後2時〜 3時は、入賞者を対象とした
　見学会を行いますので、一般の人は入場できません。
場所　ふれあい文化センター新館ギャラリー（大谷６ｰ 24）

春日市弥生の里児童画大賞展
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チャレンジ内容

　申し込みをしてから3カ月間継続して毎日、朝晩2
回、体重測定を行い、グラフに記録するだけです。
　チャレンジ期間中、希望者には説明会や個別相談
会などを行います。

応募要領

対象　市内に居住する20歳〜 74歳で、BMIが23以
上の人、または脂肪肝を指摘されたことのある人

※BMI＝体重（㎏）÷身長（m）÷身長（m）
申込方法　次のいずれかの方法で申し込む
▷1月16日㈪〜 27日㈮に、電話、ファックス、郵送、
Eメールのいずれかの方法で住所、氏名、年齢、性
別、身長、体重、電話番号、Eメールアドレス（希望
者のみ・携帯可）、チャレンジへの意気込み（様式自
由）を伝える
▷いきいきプラザに置いている申込書を提出する
※申し込み後、体重記録表、結果提出用紙、「効果的に
やせるコツ」などの資料を郵送します。

●サンサンチャレンジ説明会
期日　1月30日㈪
時間　午前10時〜正午
場所　いきいきプラザ視聴覚室（昇町1ｰ120）
内容
▷身長・体重・体脂肪・腹囲・血圧の測定
▷目標の立て方などの説明
▷いきいきルーム見学会

●個別相談会（計測実施）
期日　2月27日㈪、3月26日㈪、4月23日㈪
時間　午前10時〜正午
場所　いきいきプラザ視聴覚室（昇町1ｰ120）

チャレンジ終了後

　挑戦前と後の体重を記入した報告書を、郵送または
ファックスで送るか、直接窓口に提出してください。
　報告書を提出した全員に修了書を送ります。
提出期限　4月末

　年末年始の食べすぎ・飲みすぎで、体が重たくなったと感じている人はいませんか。
増えた体重は、早めに落とさないと、なかなか減りません。

　「ゆっくり確実」 「安全でリバウンドしない」 減量に挑戦するサンサンチャレンジに
参加して、おなか周りの脂肪をすっきりしませんか。

市ホームページから「効果的にやせるコツ」や体重記録表を入手することができます。

皆さんの参加をお待ちしています。

申込・問い合わせ先　健康課 保健指導担当
☎（501）1134　 （501）0051　 kenkou@city.kasuga.fukuoka.jp

http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

3カ月で3kg 痩せる市民健康キャンペーン
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注1　人口は平成23年3月末の数値を用いています。
注2　全ての数値を100万円単位で四捨五入しています。

連
結
財
務
４
表
の
作
成
に
つ
い
て

　現
在
の
地
方
公
共
団
体
の
会
計
制
度
は
、会
計
ご
と
に
現
金
主
義
に
よ
る
単
式
簿
記
の
決
算
を
行
っ

て
い
ま
す
。こ
の
方
法
は
、年
度
中
に
ど
れ
だ
け
の
収
入
が
あ
り
、そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
支
出
し
た
か
と

い
う
現
金
の
動
き
が
分
か
り
や
す
い
反
面
、市
が
整
備
し
て
き
た
資
産
な
ど
の
価
値
や
、行
政
サ
ー
ビ
ス

を
行
う
た
め
に
発
生
し
た
コ
ス
ト（
費
用
）の
情
報
が
不
足
す
る
と
い
っ
た
欠
点
が
あ
り
ま
す
。

　そ
こ
で
、「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政
改
革
の
更
な
る
推
進
の
た
め
の
指
針
」に
基
づ
き
、企
業
会

計
的
な
手
法
を
取
り
入
れ
た
、発
生
主
義
に
よ
る
財
務
書
類
を
作
成
し
ま
し
た
。

　ま
た
、こ
れ
ま
で
会
計
ご
と
に
決
算
さ
れ
て
い
た
も
の
を
連
結
し
た
こ
と
で
、全
体
と
し
て
の
財
政
状

況
が
分
か
り
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　「複数の会計の合算」です。一般企業を例にとると、親会
社と子会社の決算書を合算し、かつ双方の間での売上や貸
付金などを相殺し、関連するグループ企業全体の財務状況
をまとめることです。
　地方公共団体では、一般会計を中心に、特別会計、公営事
業会計、構成団体となっている一部事務組合や広域連合な
どが連結の対象となります。
　本年度は連結対象として、春日市の全会計および土地開
発公社に加え、一部事務組合のうち、春日那珂川水道企業
団（上水道事業）、筑慈苑施設組合（火葬場事業）および春日
大野城衛生施設組合（不燃ごみ等処理事業）を連結しまし
た。

連結とは・・・

　経常的な行政サービスを提供するために必要なコスト（費用）から、市民の皆さんに負担していただいた
施設利用料、手数料などを除いた純経常行政コストを示したものです。

経常行政費用（J）    　     　  　　　　　398億5200万円   
※内訳のうち主なもの
　•社会保障関係費など　　　　　　　　　 210億9300万円
　•委託料や使用料など　　　　　　　  　    49億7900万円
　•人件費　　　　　　　　　　　　　　      47億8200万円
　•備品や消耗品の購入、施設の維持修繕など 38億2000万円

経常収益（K)                                            46億7900万円

純行政コスト（J ｰ K) 351億7300万円

−

＝

行政コスト計算書

連
結
ベ
ー
ス

土
地
開
発
公
社

春
日
那
珂
川
水
道
企
業
団

筑
慈
苑
施
設
組
合

春
日
大
野
城
衛
生
施
設
組
合

単
体
ベ
ー
ス

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

老
人
保
健
医
療
事
業
特
別
会
計

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

筑
紫
地
区
介
護
認
定
審
査
会
事
業
特
別
会
計

下
水
道
事
業
会
計

普
通
会
計
ベ
ー
ス

一
般
会
計

♦受益者負担比率　11.7%
経常行政費用に対して受益者が負担
した割合が分かります。

♦市民１人当たりの純行政コスト
　　　　　　　　　32万円
経常的な行政活動の効率性を測定する
ことができます。

〜
平
成
22
年
度
決
算
〜
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　左側は、住民サービスを提供するために保有している、過去から蓄積された資産（Ａ）を示しています。右側は
その資産がどのようにしてできたのかを示しており、将来の世代が負担していく負債（Ｂ）と、過去の世代がすで
に負担した純資産（Ｃ）から構成されています。

資産（A） 2296億7100万円

1.金融資産 154億6000万円

　①資金 37億5700万円

　②債権 35億5400万円

　③有価証券 11億6900万円

　④投資など 69億8000万円

2.非金融資産 2142億1100万円

　①事業用資産 663億5700万円

　②インフラ資産 1478億5400万円

負債（B） 563億円
1.流動負債 51億3100万円
　①公債費（翌年度償還分） 40億6900万円
　②短期借入金 0円
　③その他 10億6200万円
2.非流動負債 511億6900万円
　①公債費 469億7800万円
　②引当金 41億9100万円

B＋C 2296億7100万円

＝

＋
純資産（C） 1733億7100万円

資金収支計算書

貸借対照表（バランスシート）

純資産変動計算書

　一年間の現金の出入りを性質別に整理したものです。

期首（21年度末）資金残高（D） 33億3700万円

当期収支（22年度中）（E） 4億2000万円
1.経常的収支（ア） 48億4700万円
2.資本的収支（イ） △18億5500万円
3.財務的収支 △25億7200万円

＋

＝
期未（22年度末）資金残高（D＋E）37億5700万円

問い合わせ先　財政課 財政担当　☎（584）1111　 （584）1145

　純資産（これまでの世代が負担して蓄積された資産）
が、年度中にどのように増減したかを示したものです。

期首（21年度末）純資産残高（G） 1686億4200万円

当期変動高（22年度中）（H） 47億2900万円
※内訳のうち主なもの
　•純経常費用（純行政コスト）　   △351億7300万円
　•税収、社会保険料、補助金など 377億9900万円
　•固定資産の変動　　　　　　 27億6900万円

期末（22年度末）
　　　　　　純資産残高（G＋H）

1733億7100万円

＝

＋

基礎的財政収支（ア＋イ） 29億9200万円

♦現役世代への財源措置割合 92.7%
♦将来世代への財源措置割合   7.3％
将来世代への財源措置割合が低いのは、インフ
ラ整備が進んでいることを示しています。

♦公債費等償還可能年数  29年
基礎的財政収支が平成22年度決算の額で
一定だと仮定すると、現在の地方債残高
を約29年で返済できる計算になります。

♦純資産比率　75%
資産のうち、市民の持ち分の割合を示したものです。
企業会計での自己資本比率に相当します。

♦市民1人当たりの資産と負債の額
　資産＝210万円　負債＝51万円

　住民1人当たりの資産と負債額を示したものです。



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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で
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。

　

各
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間
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か
ら
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を
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ま
す
の
で
、早
め
に
来
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だ
さ
い
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な
お
、託
児（
６
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月
〜
未
就
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児
・
各
学
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15
人
）を
希

望
す
る
人
は
、１
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23
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に
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で
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。

問
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わ
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先

▽
入
学
説
明
会
に
つ
い
て

　

各
小
学
校（
左
表
）

▽
子
育
て
講
演
会
・
託
児
に
つ
い
て

　

社
会
教
育
課
社
会
教
育
担
当

入学説明会・子育て講演会
開催します

社会教育課 社会教育担当 　 （575）4121 （593）7380

学校 期日 開始時間 電話番号
春日南小学校 1月26日㈭ 午前10時 （501）4156

大谷小学校 1月31日㈫ 午後1時20分 （573）2922
須玖小学校 2月1日㈬ 午前10時 （501）3103
春日東小学校 2月2日㈭ 午前10時 （501）0211
春日小学校 2月3日㈮ 午前10時 （581）1369
白水小学校 2月6日㈪ 午前9時20分 （915）2525
天神山小学校 2月6日㈪ 午後1時 （501）4301
日の出小学校 2月8日㈬ 午前10時 （572）4456
春日原小学校 2月9日㈭ 午前10時 （581）2093
春日西小学校 2月10日㈮ 午前10時 （581）4190
春日野小学校 2月10日㈮ 午前10時 （593）2002
春日北小学校 2月10日㈮ 午前10時 （581）1512
※所要時間は2時間程度です。

■学校・日時

ご協力をお願いします
平成24年経済センサス・活動調査

　全産業分野における事業所や企業の経済活動の状態を全
国的および地域別に明らかにするとともに、各種統計調査
の基礎となる母集団情報の整備を図ることを目的に、統計
法に基づく基幹統計調査として「経済センサス・活動調査」
を実施します。
　基幹統計調査とは、統計調査のうち、特に重要なものとし
て総務大臣から指定を受けたものです。
　統計法により、調査を受ける人には「調査に対し報告を行
う義務」が、調査を実施する関係者には「調査によって知っ
たことを他に漏らしてはならない義務」が課せられていま
す。
　今回の調査は、日本の経済活動に対する東日本大震災の
影響を把握し、今後の復興のための貴重な資料を提供する
ことができる調査です。調査の目的や趣旨をご理解の上、ご
協力をお願いします。
対象　原則として全国すべての事業所と企業

期日　2月1日㈬
調査方法
▷1月下旬に調査員が訪問し、「調査票」「調査票の記入のし

かた」などを配布し、事業所の活動状態などについて確認
します。

▷「調査票の記入のしかた」などを見ながら、「調査票」に記
入してください。

▷2月1日㈬以降に、調査員が再訪問し、「調査票」の記入漏
れがないか、不鮮明な文字や数字がないかを確認し回収
します。

※記入した「調査票」は、配布する封筒に入れ、封をして調査
員に渡すこともできます。この場合、「調査票」は封をした
まま市に提出されます。

問い合わせ先　地域づくり課商工農政担当
　　 （584）1111　 （584）1153
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○
小
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校

　

▽
卒
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式　

３
月
16
日
㈮

　

▽
修
了
式　

３
月
23
日
㈮

　

▽
始
業
式　

４
月
6
日
㈮

　

▽
入
学
式　

４
月
11
日
㈬

○
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▽
卒
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３
月
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㈭
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修
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３
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日
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▽
始
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４
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▽
入
学
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４
月
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日
㈫

入学通知書を送付します
市立小・中学校

学校教育課 　 （584）1111 （584）1153

年金所得者・給与所得者対象
確定申告会場のお知らせ

　年金所得者、給与所得者を対象とした確定申告（還付を含
む）の受け付けをクローバープラザで行います。
日時　1月19日㈭〜26日㈭（平日のみ）
　　午前9時〜午後3時30分
場所　クローバープラザ西棟5階セミナールームAB（原町

3ｰ1ｰ7）
※クローバープラザへの直接の問い合わせはご遠慮くださ

い。
なお、クローバープラザ以外の確定申告会場、期間など
は、市報2月1日号でお知らせします。

所得税の還付申告ができる場合
▷金融機関などから住宅ローンの融資を受けてマイホーム

を取得した
▷病気や出産などで、多額の医療費を支払った
▷火災や風水害、盗難などによる被害を受けた
▷奇附金や義援金を支払った
▷年の途中で退職し、再就職していない
○クローバープラザで申告（相談）できない人
　▷事業を営む人
　▷生命保険など営業職員の人
　▷不動産所得のある人
　▷贈与を受けた人
　▷不動産または株式などの譲渡所得がある人

　▷原稿料、報酬、料金などの収入がある人
※これらに該当する人は、2月1日㈬から開設する「イオ

ンモール筑紫野会場」で相談してください。
○公的年金等を受給している人

公的年金等の収入金額が400万円以下であり、かつ、公
的年金等以外の所得金額が20万円以下である場合には、
所得税の確定申告書を提出する必要がなくなりました。

なお、この場合であっても、所得税の還付を受けるため
の申告書を提出することができます。

また、公的年金等以外の所得金額が20万円以下で、所
得税の確定申告を要しない場合であっても、市県民税の
申告が必要となる場合があります。住民税に関する問い
合わせは、市税務課までお願いします。

○寄附金・義援金を支払った人
個人が義援金などを支払った場合には、翌年に確定申

告を行うことで、所得税が還付される場合があります。
義援金などの支出先によって、取り扱いが異なる場合

がありますので、注意してください。
なお、確定申告には義援金などの領収書や受領書が必

要です。
問い合わせ先　筑紫税務署（筑紫野市針

はりすりにし
摺西1ｰ1ｰ8）

（923）1400



K A S U G A         C I T Y10

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141

市
の
嘱
託
職
員
ま
た
は
臨
時
職
員
と
し
て
勤
務
す
る
人
を
募

集
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
応
募
先
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

市嘱託職員・臨時職員募集
市の職員を募集します

業務内容　市立小・中学校での学校図書館業務
対象　司書資格を有する人（見込みを含む、司書教諭

資格のみの場合は不可）
任用期間　平成24年4月1日〜平成25年3月31日

（1年間、ただし8月の任用はなし）
勤務日数・報酬
▷中学校　週3日・月額6万6000円程度
▷小学校　原則週4日・月額8万8000円程度（週5日

となる月の場合、月額の変更あり）
※いずれも有給休暇あり、社会保険・賞与・交通費支

給なし（小学校については、雇用保険適用あり）。

勤務時間　原則午前10時〜午後4時（途中60分の休
憩あり）

勤務場所　市内各小・中学校
募集人員　若干名
選考方法　書類審査、面接
応募方法　1月31日㈫（必着）までに、履歴書（A4

版）、図書司書の資格証（写し）または単位修得証
明書、作文「最近の子どもの読書力について」（A 
4片面1枚に400字程度）を提出する（郵送可）

応募先　学校教育課（〒816ｰ8501春日市役所）

業務内容　校舎内外の整備業務、災害防止に関する業務、使
送連絡業務、学校事務の補助業務など

対象　普通自動車運転免許を有し、私用車による書類の配
送やパソコン（ワード・エクセル）の簡単な操作ができ
る人

任用期間　平成24年4月1日〜平成25年3月31日
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前7時30分〜午後5時のうち7時間30分（途

中45分の休憩あり）

※勤務場所によって異なります。
勤務場所　市内小・中学校
報酬　月額14万5000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　若干名
選考方法　書類審査、面接
応募方法　2月3日㈮（必着）までに、履歴書を提出する（郵

送可）
応募先　教務課庶務給食担当（〒816ｰ8501春日市役所）

問い合わせ先　学校教育課
（584）1111  （584）1153

問い合わせ先　教務課 庶務給食担当
（584）1111 （584）1153

業務内容　小・中学校の献立作成、調理指示、衛生管理指導、
児童・生徒への給食指導、物資の発注など

対象　管理栄養士の資格と普通自動車運転免許を有し、次
のいずれかの条件に該当する人

▷500食程度の調理施設での献立作成、全般的な衛生管理・
指導の経験がある

▷学校栄養職員の経験がある
任用期間　平成24年4月1日〜平成25年3月31日
勤務日数　週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時15分〜午後5時のうち7時間30分（途

中45分の休憩あり）
※勤務場所によって異なります。
勤務場所　市内小・中学校または市役所
報酬　月額18万4000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
募集人員　若干名
選考方法　書類審査、面接
応募方法　2月3日㈮（必着）までに、履歴書と管理栄養士資

格証（写し）を提出する（郵送可）
応募先　教務課庶務給食担当（〒816ｰ8501春日市役所）

問い合わせ先　教務課 庶務給食担当
（584）1111 （584）1153

小・中学校校務員（嘱託）

学校図書館司書（嘱託）

小・中学校栄養職員（嘱託）
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業務内容　30人以下の学級編制を行っている小学校6年生
の授業補助

対象　小学校教員免許を有する人（平成24年4月1日以降
有効な免許状に限る）

任用期間　平成24年4月7日〜平成25年3月31日
勤務日数　原則として週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時15分〜午後4時45分（途中60分の休憩

あり）
勤務場所　市内小学校
報酬　月額19万2000円程度（有給休暇・社会保険あり、賞

与・交通費支給なし）
※4月は日割計算になります。
募集人員　3〜5人
選考方法　書類審査、面接（2月14日㈫）
応募方法　2月3日㈮（必着）までに、履歴書（A4版）と小学

校教員免許の写しを提出する（郵送可）
※応募された中から選考し、「少人数学級編制対応講師」と

して、平成25年3月31日まで登録を行います。
　任用は、登録者から必要に応じて行います。
応募先　学校教育課（〒816ｰ8501春日市役所）

問い合わせ先　学校教育課
（584）1111 （584）1153少人数学級編制対応講師（嘱託）

業務内容
▷サポートティーチャー　

担任と共同での学級運営、個別での児童生徒の学習活動
上の支援など

▷特別支援教育支援員
　児童生徒の学習活動の支援、日常生活上の介助など
対象
▷サポートティーチャー

教員免許（小学校または中学校）を有する人（平成24年4
月1日以降有効な免許状に限る）

▷特別支援教育支援員
　必要とする資格はなし
登録期間　平成24年4月1日〜平成25年3月31日
※任用は、必要が生じたときに登録者の中から随時面接し、

必要と認める期間で決定します。
勤務日数　原則として週5日（月〜金曜日）
勤務時間　午前8時15分〜午後5時のうち5時間（途中45

分の休憩あり）
勤務場所　市内小・中学校
賃金
▷サポートティーチャー　1時間当たり1340円程度
▷特別支援教育支援員　1時間当たり780円程度
※いずれも有給休暇・雇用保険あり、社会保険なし、賞与・交

通費支給なし。
応募方法　2月29日㈬（必着）までに、履歴書と教員免許状

の写し（サポートティーチャーのみ）を提出する（郵送
可）

応募先　学校教育課（〒816ｰ8501春日市役所）

問い合わせ先　学校教育課
（584）1111 （584）1153サポートティーチャー・特別支援教育支援員（臨時）

春日大野城衛生施設組合 事務職員（嘱託）を募集します
　春日大野城衛生施設組合の嘱託職員を募集します。
業務内容　予算編成・出納・決算・監査などの財務会計事務、

組合庶務事務、3R推進事業の企画・運営
対象　次のすべての条件に該当する人
▷パソコンによる財務会計事務の経験があり、即戦力とし

て活動できる
▷パソコン操作において、ワードの差し込み印刷やエクセ

ルのリンク、マクロなどが使える
▷普通自動車免許（AT限定可）を持っている
雇用期間　平成24年4月1日〜平成25年3月31日（1年間）

勤務日数　週5日（土・日曜日の勤務あり）
勤務時間　午前8時30分〜午後5時
賃金　月額17万2200円（社会保険・雇用保険・有給休暇あ

り、通勤手当・賞与・退職金支給なし）
募集人員　1人
選考方法　面接およびパソコン操作試験（2月21日㈫）
応募方法　2月3日㈮（必着）までに、履歴書と業務についての自

己PR文書（文字数・様式の指定なし）を提出する（郵送可）
応募・問い合わせ先　同組合（〒816ｰ0811春日公園6ｰ2）

（596）7066　 （595）4140
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40
歳
以
上
の
春
日
市
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
に
対
し
て
、生
活
習
慣
病
予
防
に
重

点
を
置
い
た「
特
定
健
康
診
査
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。今
年
度
の
受
診
期
間
は
２
月
末
ま
で
で
す
。

　

受
診
が
済
ん
で
い
な
い
人
は
、病
気
の
予
防
、早

期
発
見
の
た
め
積
極
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
に
は
、特
定
健
康
診
査
受
診
券
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。紛
失
し
た
場
合
は
再
発
行
し
ま
す

の
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

春
日
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
お

り
、昭
和
11
年
６
月
２
日
〜
昭
和
47
年
３

月
31
日
生
ま
れ
の
人

※
今
年
度
75
歳
に
な
る
人
は
誕
生
日
の
前
日
ま
で

で
す
。

健
診
費
用

▽
40
歳
〜
69
歳　

１
０
０
０
円

▽
70
歳
〜
75
歳　
５
０
０
円

受
診
方
法

▽
医
療
機
関
で
行
う「
個
別
健
診
」

市
が
指
定
し
た
実
施
医
療
機
関
に
直
接
予
約
す
る

▽
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
で
行
う「
集
団
健
診
」

事
前
に
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
に「
申
込
ハ
ガ
キ
」を

提
出
す
る　
　
　
　
　

※
集
団
健
診
は
、２
月
14
日
㈫
が
最
終
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

▽
健
診
内
容
に
つ
い
て

　

健
康
課
健
康
増
進
担
当

　

（
５
０
１
）１
１
３
４

　

（
５
０
１
）０
０
５
１

▽
受
診
券
に
つ
い
て

　

国
保
年
金
課
国
保
担
当

特定健康診査を受診しましょう
受診期間は平成24年2月末まで

国保年金課 国保担当 　 （584）1111 （584）1141

放課後児童クラブ（学童保育）入所説明会
　放課後児童クラブは、共働きなどで保護者が昼間自宅に
いない家庭の子どもたちが、放課後を安全で楽しく過ごせ
るように市が設置し、指定管理者が管理・運営を行っている
施設です。
　この施設の、平成24年度の通年学童保育・季節学童保育
の入所説明会を行います。初めて入所を希望する人は必ず
参加してください。
　なお、継続入所を希望する人や既に兄弟児が入所している
場合は、参加の必要はありません。昨年の季節学童保育を利
用した人については、入所申請書類の配布のみもできます。
対象　入所を希望する小学生（原則1〜3年生）の保護者
※原則として、午後2時〜4時を含む4時間以上保護者が家

庭に不在となる日が、日曜日以外に月に16日以上ある場
合に限ります。

ただし、季節学童保育利用者の場合、不在となる時間帯に
制限はありません。

日時　2月5日㈰
　　午前10時〜正午（受付：午前9時30分〜）
場所　ふれあい文化センター新館スプリングホール（大谷

6ｰ24）
※駐車場に限りがありますので、公共交通機関を利用して

ください。
託児　無料（3歳未満の子どもは要予約）
問い合わせ先　NPO法人子ども未来ネットワーク春日事

務局（昇町3ｰ105）
（581）1906　 （581）1966

※日曜日、祝祭日は休みです。月〜金曜日の午前9時〜午後6
時、土曜日の午前8時〜午後4時に問い合わせてください。

平
成
23
年
10
月
の
診
療

分
か
ら
、小
学
校
１

年
生
か
ら
３
年
生
ま
で
の
子

ど
も
を
対
象
に
入
院
の
医
療

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま

す（
所
得
制
限
あ
り
）。

　

申
請
は
、随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。申
請
手
続
き
に

必
要
な
物
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　
国
保
年
金
課
医
療

担
当（
市
役
所
１
階
）

こども医療費受給資格申請の手続き
申請は済んでいますか

国保年金課 医療担当 　 （584）1111 （584）1141
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〜まちの話題や人の紹介〜

【優勝者（敬称略）•団体】

就学前の部

▷200m　権
ごんどう

藤士
し き

貴

1kmの部

▷1年生男子　平
ひらおか

岡昇
しょうた

大　▷1年生女子　松
ま つ き

木心
み ゆ

優
▷2年生男子　行

ゆくたけ
武　克

すぐる
　▷2年生女子　元

も と き
木紅

こ の は
葉

▷3年生男子　松
ま つ だ

田健
た け お

生　▷3年生女子　稲
いなよし

𠮷百
も も か

桃佳

2.2kmの部

▷4年生男子　吉
よ し だ

田昂
たかひさ

央　▷4年生女子　
かた

岡
おか

美
み ゆ

結
▷5年生男子　柳

やなぎた
田紘

こ う き
希　▷5年生女子　稲

いなよし
𠮷青

あ お か
佳

▷6年生男子　豊
と よ だ

田智
さ と し

至　▷6年生女子　佐
さ と う

藤有
あ り さ

沙
▷中学生男子　弥

いやどみ
冨蓮

れ ん た
太　▷中学生女子　大

お お の
野菜

な つ き
月

5kmの部

▷高校生以上39歳以下男子　古
ふるかわ

川　佳
よ し き

樹

▷高校生以上39歳以下女子　白
しろうず

水千
ち あ き

秋
▷40歳〜 59歳以下男子　原

はらぐち
口祥

ひろゆき
之

▷40歳〜 59歳以下女子　桑
くわはら

原まゆみ
▷60歳以上男子　臼

う す い
井　伸

しん

10kmの部

▷高校生以上39歳以下男子　濱
は ま の い

ノ井　亮
りょう

▷40歳〜 59歳男子　荒
あ ら き

木雅
ま さ と

登
▷40歳〜 59歳女子　熊

くまがい
谷由

ゆ み こ
美子

▷60歳以上男子　中
なかもと

本安
やすひで

秀

駅伝の部

▷小学生　春日野ライオンズ
▷中学生男子　春日中陸上部男子
▷中学生女子　春日中学校
▷一般　ヘアーサロン福成イケ

メン'S 

　春日イーグルス所属の渋
し ぶ や

谷弥
や よ い

生さん（春日原小学校4年生）と森
もり

花
か の ん

音さん（白水小学校3年生）が、熊本県で行われた全九州小学生バド
ミントン選手権大会（女子ダブルス4年生以下）で、第5位という成績
を収め、12月23日〜 27日に北海道で行われる全国大会への出場権
を獲得しました。
　2人は放課後などを利用して週4日間練習。ペアを組んで1年以上が経っており、試合経験を積んできたことや、
練習以外でも仲が良いということが今大会の結果に結びついたようです。
　全国大会に向けて「優勝を目指します」という意気込みを語る2人に、市長は「緊張せずリラックスしていつもの
力を発揮できるように頑張ってください」と激励しました。

渋谷弥生さん・森 花音さん

全国小学生バドミントン選手権大会出場

　白水大池公園で11月20日に行った「第37回春日市走ろう大
会」の優勝者（団体）をお知らせします。
　当日は、市内外から約700人が参加し、熱戦を繰り広げまし
た。

大会結果をお知らせします

第37回春日市走ろう大会
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　12月14日、天神山地区在住の満
みつなが

永大
ひ ろ き

貴さんが市役所を訪れ、J
ICA（国際協力機構）の青年海外協力隊の一員として、タンザニアに
赴くことを報告しました。
　満永さんは、2年間、小学校教諭として児童の基礎学力向上のた
めに授業方法などを指導します。「将来的には、海外で経験したこ
とを日本の教育に生かすことのできる教諭になりたい」と話す満
永さん。また、｢向上心を持って、何事にも全力で挑戦したい｣と述べると、井上市長は｢グローバル化したとはいえ、
夢を持って海外に出る若い人は少ない今、体調に十分留意して自分の夢を実現してください｣と激励しました。

満永大貴さん

青年海外協力隊としてタンザニアへ

◎市民から公募した広報レポーターが身近な話題を提供します。

　12月4日、ふれあい文化センターで世界的音楽家と、一般
からの公募によって特別編成されたオーケストラとの共演
による、夢のような音楽会が開催されました。
　ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団首席クラリネット
奏者のアンドレアス・オッテンザマーさんと、数々の国際
コンクールで優勝し、ウィーンを中心に世界で活躍してい
るピアニストのクリストフ・トラクスラーさんを招いての
公演は、プロの音楽家である2人からの「日本のアマチュ
アオーケストラと一緒に演奏をしてみたい」という強い
思いから始まりました。

　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア
マチュア演奏家35人。公演前に「世界的音楽家と共演する機会はめったにないので、プロの空気を感じながらも、
音楽の好きな者同士が集まって演奏を楽しむのだという感覚で頑張りたい」と話していたメンバーたちは、アンサ
ンブル経験5年以上またはそれ相当の実力を持ち、趣味の域を超えたプロさながらの演奏を披露しました。
　約2時間の公演では、オッテンザマーさんの軽やかで優しいクラリネットの音色と、トラクスラーさんの繊細で
美しいピアノの音色が会場中で踊るように響き渡り、世界最高峰の調べとオーケストラの演奏との融合に酔いし
れました。
　アンコールでは、音楽監督である名古屋フィルハーモニー交響楽団の井

いのうえ

上 京
たかし

さんが2人にピアノの連弾演奏を
リクエストし、リラックスした雰囲気でピアノを弾く2人の姿からは、気さくで温かい人柄が伝わってきました。
　公演終了後、快くインタビューに応じてくれた2人は、共演したオーケストラについて「プロのオーケストラよ
りも私たちの演奏に意識を合わせてくれた。この音楽会のために特別によく練習してくれていたし、音楽を愛して
いるということが伝わってきて、一緒に演奏していてとても楽しかった」と笑顔で話してくれました。
　世界で活躍する人々と間近で接し、一流の芸術に触れるという貴重な機会が得られるのは、私たち市民にとって
とても幸せなことです。今後もこのようなイベントを通じて、春日市が文化的で好奇心に溢れるまちになっていく
ことを願います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広報レポーター　吉

よしもと

本 早
さ き

希）

世界最高峰の調べとの融合 「2人の貴公子と愉快な仲間たちによる音楽会」
　12月4日、ふれあい文化センターで世界的音楽家と、一般　12月4日、ふれあい文化センターで世界的音楽家と、一般
からの公募によって特別編成されたオーケストラとの共演からの公募によって特別編成されたオーケストラとの共演
による、夢のような音楽会が開催されました。による、夢のような音楽会が開催されました。
　ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団首席クラリネット　ベルリン・フィルハーモニー管弦楽団首席クラリネット
奏者のアンドレアス・オッテンザマーさんと、数々の国際奏者のアンドレアス・オッテンザマーさんと、数々の国際奏者のアンドレアス・オッテンザマーさんと、数々の国際

　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア　一般からの公募によってオーケストラに選ばれたのは、20〜50歳代で市内や市内近辺に住むア
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民
俗
企
画
展

「
人
と
災
害
の
歴
史
」

　
「
災
害
列
島
」と
も
呼
ば
れ
る
日
本
で

は
、各
地
で
地
震
や
水
害
、日
照
り
と

い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
が
起
こ
っ
て

い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
自
然
災
害
に
、

人
々
は
自
然
と
の
調
和
を
目
指
し
、さ

ま
ざ
ま
な
知
恵
を
生
み
出
し
て
き
ま
し

た
。パ
ネ
ル
や
資
料
の
展
示
を
通
し
て

紹
介
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

期
間　

１
月
14
日
㈯
〜
３
月
４
日
㈰

※
毎
月
第
３
火
曜
日
は
休
館
日
で
す
。

時
間  

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
入
館
：

〜
４
時
30
分
）

場
所　

奴
国
の
丘
歴
史
資
料
館
特
別
展

示
室（
岡
本
３
ー
57
）

○
講
演
会

日
時　

２
月
18
日
㈯

午
後
２
時
〜
４
時

演
題　
「
災
害
か
ら
学
ぶ
地
震
へ
の

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

備
え
〜
春
日
市
域
の
警
固
断

層
へ
の
対
応
〜
」

講
師　

磯い
そ　

望
の
ぞ
み
さ
ん（
西
南
学
院
大

学
教
授
）

定
員　

70
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
17
日
㈫
〜
２
月
17

日
㈮
に
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
住
所
、氏
名
、年
齢
、電
話

番
号
を
伝
え
る（
窓
口
申
込

可
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
資
料
館

（
５
０
１
）１
１
４
４

（
５
７
３
）１
０
７
７

春
日
市
墨
遊
会

水
墨
画
作
品
展

　

同
会
会
員
の
１
年
間
の
作
品
を
展
示

し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

期
間　

２
月
１
日
㈬
〜
15
日
㈬（
月
曜

日
を
除
く
）

時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時（
最
終

日
：
〜
午
後
４
時
）

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
作
品
展
示

室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
会　

國
こ
く
し
ょ
う生

（
５
７
４
）１
１
７
８（

兼
用
）

第
18
回
小
郡
特
別
支
援
学
校

児
童
・
生
徒
作
品
展

　
「
夢
を
か
た
ち
に
、心
を
い
ろ
に
」を

テ
ー
マ
に
、デ
ザ
イ
ン
、立
体
工
作
な
ど

の
個
人
作
品
や
共
同
作
品
、約
２
５
０

点
を
展
示
し
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
す
。

期
間　

１
月
24
日
㈫
〜
２
月
８
日
㈬

（
１
月
25
日
㈬
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
10
時

（
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

場
所　

小
郡
市
総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー「
あ
す
て
ら
す
」（
小
郡
市

二ふ
た
も
り森
１
１
６
７
ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
校

０
９
４
２（
７
３
）３
４
３
７

０
９
４
２（
７
２
）９
２
１
７

春
日
市
温
水
プ
ー
ル

距
離
ト
ラ
イ
ア
ル
実
施
中

　

同
プ
ー
ル
で
は
、毎
年
恒
例
の
距
離

ト
ラ
イ
ア
ル
を
行
い
ま
す
。今
年
は
九

州
自
動
車
道
の
福
岡
イ
ン
タ
ー
か
ら
鹿

児
島
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
実
際
の
距
離

（
２
７
８
㎞
）に
設
定
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
継
続
し
て
運
動
す
る
人
は

も
ち
ろ
ん
、今
年
か
ら
の
運
動
目
標
の

設
定
に
も
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ト
ラ
イ
ア
ル
用
紙
配
布
期
間　

平
成
24

年
12
月
28
日
㈮
ま
で

参
加
費　

１
枚
２
１
０
円（
参
加
用
カ

ル
テ
作
成
料
）

※
ア
ク
ア
・
レ
ッ
ス
ン
会
員
は
無
料
で

す
。

問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
温
水
プ
ー
ル

指
定
管
理
者 

ザ
オ
バ
九
州

（
９
１
５
）３
５
０
０

（
９
１
５
）１
０
０
５

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い

栄
養
相
談

　

生
活
習
慣
病
が
気
に
な
る
人
や
子
ど

も
の
食
事
が
気
に
な
る
人
な
ど
、食
生

活
に
関
す
る
悩
み
に
つ
い
て
、管
理
栄

養
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

１
月
24
日
㈫
・
31
日
㈫

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
の

う
ち
１
時
間
程
度

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ
会
議
室（
昇

町
１
ー
１
２
０
）

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

健
康
課
保
健

指
導
担
当

（
５
０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１

福
岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校

幼
稚
部
入
学
者
募
集

　

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
幼
児
の
入
学

者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

平
成
20
年
４
月
２
日
〜
平
成
21

年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
聴
覚

に
障
が
い
の
あ
る
幼
児

※
４
・
５
歳
児
の
編
入
学
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
23
日
㈪
〜
２
月
３
日

㈮

入
学
選
考
日　

２
月
22
日
㈬

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
校

（
８
２
１
）１
２
１
２

（
８
２
２
）９
８
６
１

福
岡
高
等
視
覚
特
別
支
援
学
校

平
成
24
年
度
入
学
者
募
集

　

同
校
で
は
、次
の
学
科
の
平
成
24
年

度
入
学
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
科

▽
高
等
部
本
科
：
普
通
科
、生
活
技
能

科
、保
健
理
療
科

▽
専
攻
科
：
保
健
理
療
科
、理
療
科
、研

修
科

募
集
期
間　

１
月
23
日
㈪
〜
２
月
３
日

㈮

入
学
選
考
日　

３
月
６
日
㈫

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
校

（
９
２
５
）３
０
５
３

（
９
２
５
）５
０
６
１

http://fukuh-vss.fku.ed.jp
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す
。

▽
自
転
車
当
選
後
１
年
間
は
、新
た
に

自
転
車
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

▽
申
込
多
数
の
場
合
は
、２
月
14
日
㈫

の
午
前
９
時
か
ら
公
開
抽
選
を
行

い
、結
果
は
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

▽
当
選
品
は
、２
月
16
日
㈭
か
ら
22
日

㈬（
平
日
の
み
）ま
で
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
３
時
30
分
ま
で
に
引
き
取
っ

て
く
だ
さ
い

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
プ
ラ
ザ

（
５
９
６
）７
０
６
６

（
５
９
５
）４
１
４
０

達
人
の
技
を
学
び
ま
せ
ん
か

「
３
Ｒ
の
達
人
」派
遣
事
業

　

県
は
、地
域
や
職
場
、学
校
な
ど
で
開

催
さ
れ
る｢

ご
み
の
３
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー

ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ
ク
ル
）学
習
会｣

に
、｢

３
Ｒ
の
達
人｣

を
派
遣
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
地
域
や
団
体
に
、ダ
ン
ボ

ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
や
マ
イ
バ
ッ
グ
作
り

な
ど
に
率
先
し
て
取
り
組
ん
で
い
る｢

３
Ｒ
の
達
人｣

を
招
い
て
、活
動
の
輪
を

広
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

派
遣
費
用
は
無
料（
会
場
費
や
材
料

費
を
除
く
）で
す
。

対
象　

参
加
者
が
15
人
以
上
の
団
体

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
循
環

型
社
会
推
進
課
企
画
係

（
６
４
３
）３
３
７
１

（
６
４
３
）３
３
７
７

春
日
大
野
城
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

リ
サ
イ
ク
ル
展
示
会

　

同
プ
ラ
ザ
に
持
ち
込
ま
れ
、再
利
用

で
き
る
よ
う
に
修
理
し
た
自
転
車（
約

30
台
）や
ス
チ
ー
ル
家
具（
約
80
点
）な

ど
を
展
示
し
、譲
渡
ま
た
は
販
売（
自
転

車
の
み
）し
ま
す
。

　

日
替
わ
り
品
も
あ
り
ま
す
の
で
、希

望
者
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象　

春
日
市
・
大
野
城
市
に
住
ん
で

い
る
人

展
示
・
受
付
期
間　

２
月
７
日
㈫
〜
12

日
㈰（
11
日
㈯
を
除
く
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

同
プ
ラ
ザ（
春
日
公
園
６
ー
２
）

申
込
方
法　

期
間
中
に
、同
プ
ラ
ザ
で

申
込
書
を
受
け
取
り
、必
要
事

項
を
記
入
し
た
後
、持
参
し
た

ハ
ガ
キ（
１
世
帯
１
枚
、表
面
に

申
込
者
の
住
所
と
氏
名
を
記

入
、裏
面
が
白
紙
の
も
の
）と
一

緒
に
提
出
す
る

注
意
事
項

▽
１
世
帯
で
、自
転
車
・
ス
チ
ー
ル
家
具

類
を
各
１
点
申
し
込
め
ま
す
。

▽
同
一
世
帯（
２
世
帯
も
含
む
）に
よ
る

複
数
の
ハ
ガ
キ
で
の
申
し
込
み
は
無

効
と
し
ま
す
。

▽
自
転
車
は
有
料（
２
０
０
０
円
）で
、

防
犯
登
録
料（
５
０
０
円
）も
必
要
で

福
祉
の
職
場

合
同
就
職
面
談
会

　

福
祉
の
仕
事
を
希
望
す
る
人
ま
た
は

福
祉
に
関
心
が
あ
る
人
を
対
象
に
、福

祉
の
職
場
合
同
就
職
面
談
会
を
行
い
ま

す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

対
象　

社
会
福
祉
施
設
な
ど
へ
の
就
職

希
望
者
と
平
成
24
年
３
月
末
に

卒
業
予
定
の
学
生

日
時　

２
月
３
日
㈮

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

（
受
付
：
午
前
10
時
〜
午
後
２
時

30
分
）

※
求
人
事
業
所
と
の
面
談
が
で
き
ま
す

の
で
、履
歴
書
を
持
っ
て
き
て
く
だ

さ
い
。

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ（
原
町
３

ー
１
ー
７
）

※
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ

い
。

内
容　

求
人
事
業
所
と
求
職
者
と
の

面
談
コ
ー
ナ
ー（
約
１
３
０
法

人
）、相
談
コ
ー
ナ
ー
、障
が
い

者
が
つ
く
る
ま
ご
こ
ろ
製
品
の

展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー
、求
職
者

向
け
セ
ミ
ナ
ー

託
児　

３
カ
月
〜
未
就
学
児（
要
予
約
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
社
会
福
祉
協

議
会
人
材
・
情
報
課

（
５
８
４
）３
３
１
０

（
５
８
４
）３
３
１
９

お
出
掛
け
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
せ
ん
か

「
は
じ
め
ま
し
て
♪
あ
か
ち
ゃ
ん
」

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、お
出

掛
け
デ
ビ
ュ
ー
や
友
達
づ
く
り
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　

月
齢
が
近
い
親
子
同
士
で
、親
子
遊

び
や
保
護
者
同
士
の
交
流
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
。

対
象　

２
〜
６
カ
月
の
子
ど
も
と
そ
の

保
護
者
で
２
回
と
も
参
加
で
き

る
親
子

日
時　

１
月
31
日
㈫
、２
月
７
日
㈫

午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分

場
所　

す
く
す
く
プ
ラ
ザ（
須
玖
南
２

ー
１
２
０
）

内
容　

親
子
遊
び（
タ
ッ
チ
ケ
ア
な

ど
）、保
護
者
同
士
の
交
流
会
、

保
育
士
・
保
健
師
に
よ
る
相
談

（
希
望
者
の
み
）

定
員　

10
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
17
日
㈫
以
降
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
子
ど
も
の

名
前
・
生
年
月
日
・
居
住
地
区
・

電
話
番
号
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
０
１
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp

最
近
、本
を
読
ん
で
い
ま
す
か

パ
パ
・
マ
マ
の
読
書
タ
イ
ム
事
業

　

子
育
て
中
の
保
護
者
が
、図
書
館
で

ゆ
っ
く
り
と
本
を
選
び
、読
書
で
き
る

よ
う
に
託
児
を
行
い
ま
す
。ゆ
っ
く
り

と
図
書
館
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

託
児
は
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
の「
ま
か
せ
て
会
員
」が
行
い

ま
す
。

対
象　

３
カ
月（
首
が
据
わ
っ
た
子
ど

も
）〜
未
就
学
児
と
そ
の
保
護

者

日
時　

２
月
８
日
㈬

午
後
１
時
〜
２
時
30
分

場
所　

市
民
図
書
館（
大
谷
６
ー
24
）

託
児
場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

旧
館
集
会
室
Ａ（
大
谷
６
ー
24
）

参
加
費　

子
ど
も
１
人
５
０
０
円

定
員　

５
組（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

１
月
18
日
㈬
〜
31
日
㈫

に
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ

ー
ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
保

護
者
と
子
ど
も
の
名
前
、子
ど

も
の
生
年
月
日
、電
話
番
号
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）１
０
１
０

（
５
８
４
）７
７
３
９

kosodate@
city.kasuga.fuku

oka.jp
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情報ひろば

ふ
く
お
か
省
エ
ネ
・
節
電

県
民
運
動

　

県
で
は
、今
冬
の
九
州
電
力
管
内
の

電
力
不
足
が
予
測
さ
れ
る
た
め
、「
福
岡

県
緊
急
節
電
対
策
本
部
」を
設
置
し
、昨

年
度
比
５
％
以
上
の
節
電
を
目
指
し
て

い
ま
す
。そ
の
一
環
と
し
て
省
エ
ネ
や

節
電
に
取
り
組
む
県
民
や
事
業
所
を
支

援
す
る「
ふ
く
お
か
省
エ
ネ
・
節
電
県
民

運
動
」を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

県
内
に
居
住
し
て
い
る
人

内
容

▽
１
〜
２
月
の
電
気
使
用
量
を
県
に
報

告
し
、前
年
度
と
比
較
し
て
削
減
を

役
所
３
階
）に
置
い
て
い
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
環
境

保
全
課

（
６
４
３
）３
３
５
６

（
６
４
３
）３
３
５
７

chikyu@
pref.fukuoka.lg.jp

http://w
w

w
.ecofukuoka.jp/

達
成
で
き
た
人
に
は
抽
選
で
県
産
米

な
ど
が
当
た
る
。

▽
登
録
後
に
郵
送
さ
れ
る
宣
言
証（
ス

ト
ラ
ッ
プ
）を
持
っ
て
協
賛
企
業
の

店
舗
に
行
く
と
、さ
ま
ざ
ま
な
特
典

が
受
け
ら
れ
る
。

※
詳
し
く
は
、ふ
く
お
か
エ
コ
ラ
イ
フ
応

援
サ
イ
ト
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

３
月
９
日
㈮
ま
で
に
、宣

言
書（
チ
ラ
シ
）を
フ
ァ
ッ
ク

ス
、郵
送
、Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
の
方
法
で
送
る
か
、同
サ
イ

ト「
ふ
く
お
か
省
エ
ネ
・
節
電
県

民
運
動
」特
設
ペ
ー
ジ
か
ら
登

録
す
る

※
宣
言
書（
チ
ラ
シ
）は
、市
環
境
課（
市

お
宝
文
化
人

漬
物
講
習
会

　

春
日
市
の
お
宝
文
化
人
の
矢や
し
た
よ
し
お

下
善
生

さ
ん
が
低
塩
漬
物
作
り
の
講
習
会
を
行

い
ま
す
。日
本
古
来
の
漬
物
食
文
化
を

気
軽
に
学
ん
で
健
康
に
な
り
ま
せ
ん

か
。

日
時　

２
月
11
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

料
理
講
習
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

た
く
あ
ん
漬
け
、ぬ
か
漬
け
、た

く
あ
ん
飯（
予
定
）

参
加
費　

３
０
０
円（
材
料
費
）

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

持
参
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、布

巾
、皮
む
き
器
、ビ
ニ
ー
ル
袋
５

枚

申
込
方
法　

２
月
３
日
㈮
ま
で
に
、電

話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル
、

郵
便
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
申

し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
漬
物

名
人
コ
ン
ク
ー
ル
実
行
委
員
会

（
〒
816
ー
０
８
４
５
白
水
ヶ
丘

３
ー
37
樽
味
屋
内
）

（
５
７
４
）７
９
８
９

（
５
７
４
）８
０
０
４

yashita@
tarum

iya.com

市
民
公
開
講
座

「
よ
く
わ
か
る
相
続
・
遺
言
」

　

司
法
書
士
に
よ
る
講
演
や
、ク
イ
ズ

番
組
な
ど
で
活
躍
中
の
お
笑
い
コ
ン
ビ

「
ロ
ザ
ン
」に
よ
る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、ク

イ
ズ
大
会
な
ど
で
相
続
・
遺
言
に
つ
い

て
分
か
り
や
す
く
学
べ
る
講
座
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
19
日
㈰

午
後
１
時
〜
３
時（
開
場
：
午
後

０
時
30
分
）

場
所　

Ｔ
Ｋ
Ｐ
小
倉
シ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

Ｋ
Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ａ
ホ
ー
ル（
北
九

州
市
小
倉
北
区
馬ば

し
ゃ
く借
１
ー
３
ー

９
）

定
員　

１
９
０
人

申
込
方
法　

１
月
31
日
㈫
ま
で
に
、ハ

ガ
キ
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー
ル

の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
郵
便
番

号
、住
所
、氏
名
、年
齢
、職
業
、

電
話
番
号
、参
加
希
望
人
数
を

伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
司
法

書
士
会

（
７
１
４
）３
７
２
１

（
７
１
４
）４
２
３
４

JD
E

03115@
nifty.com

問い合わせ先　環境課　 （584）1111　 （584）1147

　「うちエコ！」を知っていますか。ビジネスの場で、過度に暖
房機器に頼らず暖かく過ごす「ウォームビズ」を家の中まで広
げた取り組みのことです。
　今冬は、県が節電対策方針として空調の設定温度を、県施設
は18℃に、県内事業所では19℃に徹底し、家庭では体調を考
慮しながら20℃を心掛けるように呼び掛けています。
　以下のアイデアのうち、できることから取り組み、暖房機器
に頼らなくても快適に過ごせるように工夫しましょう。
○インナーウェアを重視する
保温や吸湿、発熱効果など機能性に優れた、薄くて温かい
インナーウェアが数多くあります。TPOに合わせて上手に
素材を選び、体幹を温めましょう。
○３つの首を重視する
外気に触れやすい首元、手首、足首をマフラーや手袋など
でしっかりと温めましょう。太い血管のある部分を重点的
に温めれば、冷え性の改善にも役立ちます。
○体を温める食材や飲み物を取る
温かい食べ物や飲み物で体を温めましょう。例えば、根菜
や香味野菜は新陳代謝を高め、発酵食品である紅茶は体内
で熱を作るといわれています。
また、朝食をしっかりと食べることも大切です。時間がな
いときは温かいスープを飲むだけでも効果的です。
過度に暖房を控えることはせず、体調に考慮しながら無
理なく取り組みましょう。

※出典：チャレンジ25キャンペーン「衣食住でウォームビズ」より
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法
務
局（
出
前
）講
座

を
知
っ
て
い
ま
す
か

　

福
岡
法
務
局
筑
紫
支
局
で
は
、地
域

住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、法
務
局
の

取
扱
事
務（
登
記
、戸
籍
、供
託
、人
権
）

や
身
近
な
法
律
問
題（
相
続
、遺
言
、成

年
後
見
制
度
な
ど
）に
つ
い
て
、法
務
局

職
員
が
公
民
館
な
ど
へ
出
張
し
て
説
明

を
す
る「
法
務
局（
出
前
）講
座
」を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
除
く
）の
１

時
間
程
度

※
午
後
５
時
以
降
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

場
所　

公
民
館
な
ど

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
支
局
総
務

課

（
９
２
２
）２
８
８
１

な
く
そ
う
！
職
場
の
い
じ
め

セ
ク
ハ
ラ
集
中
相
談
会

　

増
加
し
て
い
る
職
場
の
い
じ
め
な
ど

の
問
題
に
対
し
て
、電
話
や
面
談
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、予
約
も
不
要
で
す
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、一
人
で
悩

ま
ず
、ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象　

労
働
者
、使
用
者

日
時　

２
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭

午
前
９
時
〜
午
後
８
時

※
９
日
㈭
、午
後
３
時
か
ら
７
時
ま
で

は
弁
護
士
に
よ
る
相
談（
要
予
約
）を

実
施
し
ま
す
。

場
所　

福
岡
労
働
者
支
援
事
務
所（
福

岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー
８
ー
８

福
岡
西
総
合
庁
舎
５
階
）

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
事
務
所

（
７
３
５
）６
１
４
９

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル

電
話
相
談
会

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
関
す
る
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
、司
法
書
士
が
電
話
相
談

に
応
じ
ま
す
。

日
時　

２
月
４
日
㈯

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

相
談
内
容
の
例

▽
身
に
覚
え
の
な
い
サ
イ
ト
利
用
料
を

請
求
さ
れ
た

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入
し
た
も
の

が
届
か
な
い

▽
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
落
札
し
た

も
の
が
壊
れ
て
い
た
が
返
金
に
応
じ

て
く
れ
な
い
な
ど

相
談
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
司
法

書
士
会

（
７
２
２
）４
１
３
１

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

　

全
国
の
法
務
局
で
一
斉
に
特
設
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。相
続
、遺
言
、境
界

ト
ラ
ブ
ル
、成
年
後
見
、登
記
、戸
籍
、供

託
、人
権
擁
護
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。

　

相
談
は
無
料
で
す
。

日
時　

２
月
12
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

二
日
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
筑
紫
野
市
二ふ

つ
か
い
ち
ち
ゅ
う
お
う

日
市
中
央

５
ー
５
ー
18
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
法
務
局
筑
紫
支

局

（
９
２
２
）２
８
８
１

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
文
化
交
流
な
ど
海

外
で
の
体
験
を
通
し
て
、お
互
い
の
理

解
や
交
流
を
深
め
、国
際
性
を
養
う
こ

と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

対
象　

小
学
３
年
生
〜
高
校
３
年
生

期
日　

３
月
25
日
㈰
〜
４
月
５
日
㈭
の

10
〜
12
日
間

※
対
象
や
日
程
は
事
業
に
よ
り
異
な
り

ま
す
。

派
遣
先　

ア
メ
リ
カ
、イ
ギ
リ
ス
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
、カ
ナ
ダ
、ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
、カ
ン
ボ
ジ
ア
、

フ
ィ
ジ
ー

参
加
費　

29
万
８
０
０
０
円
〜
43
万
８

０
０
０
円（
別
途
、共
通
経
費
が

必
要
）

申
込
期
限　

２
月
６
日
㈪

※
１
月
29
日
㈰
、午
後
１
時
30
分
か
ら

深
見
ビ
ル
会
議
室（
福
岡
市
博
多
区

博は
か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
４
ー
14
ー
１
）で
説
明
会

（
入
場
無
料
・
予
約
不
要
）を
行
い
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先　

㈶
国
際

青
少
年
研
修
協
会

０
３（
６
４
５
９
）４
６
６
１

０
３（
６
４
５
９
）４
６
３
３

http://w
w

w
.kskk.or.jp

春
日
ま
ち
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ぶ
ど
う
の
庭
」か
ら
の
お
知
ら
せ

○
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
広
場「
お
い
で
よ

み
ん
な
の
遊
び
場
」

対
象　

小
学
生（
未
就
学
児
は
保
護

者
同
伴
）

日
時　

１
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰（
雨
天

中
止
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

内
容　

郡
遊
び
、陣
取
り
、缶
け
り
な

ど

参
加
費　

無
料

○
ぶ
ど
う
の
庭
パ
ン
広
場

日
時　

２
月
６
日
㈪

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
１
時

内
容　

ち
く
わ
パ
ン
、オ
レ
ン
ジ

ト
ッ
プ
、チ
ー
ズ
入
り
ま
ん

じ
ゅ
う

参
加
費　

１
５
０
０
円

定
員　

12
人（
申
込
先
着
順
）

持
っ
て
く
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、三
角

巾
、筆
記
用
具
、上
履
き
、持

ち
帰
り
用
容
器

託
児　

５
カ
月
〜
未
就
学
児（
１
人

当
た
り
１
０
０
０
円
・
１
月

30
日
㈪
ま
で
に
要
申
込
）

申
込
方
法　

２
月
３
日
㈮
ま
で
に
、

電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
を
伝
え

る

場
所
・
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン

タ
ー「
ぶ
ど
う
の
庭
」（
須
玖
北

５
ー
１
５
５
）

（
５
８
９
）３
３
８
８

（
５
８
９
）３
３
９
９

m
achicen@

bb.csf.ne.jp
http://w

w
w

2.csf.ne.jp/~m
achi

cen/



K A S U G A         C I T Y19

情報ひろば

千
歳
町
地
区
公
民
館

管
理
人
募
集

対
象　

50
〜
65
歳
位
で
住
み
込
み
が
可

能
な
健
康
な
人（
夫
婦
可
）

場
所　

千
歳
町
地
区
公
民
館（
千
歳
町

３
ー
32
ー
１
）

業
務
内
容　

公
民
館
内
外
の
清
掃
、保

守
管
理（
開
扉
・
施
錠
、火
災
盗

難
の
予
防
な
ど
）、各
種
備
品
管

理
、公
園
ト
イ
レ
の
保
守
清
掃
、

回
覧
文
書
の
配
布

休
日　

原
則
と
し
て
毎
週
日
曜
日
、祝

日
、お
盆
、年
末
年
始

勤
務
開
始
日　

４
月
上
旬（
予
定
）

応
募
方
法　

２
月
15
日
㈬
ま
で
に
、

フ
ァ
ッ
ク
ス
か
郵
送
で
履
歴
書

を
送
る（
直
接
持
参
可
）

※
手
当
て
な
ど
、詳
し
く
は
面
談
の
際

に
説
明
し
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

千
歳
町
自
治

会（
〒
816
ー
０
８
０
５
千
歳
町

３
ー
32
ー
1
）

（
５
８
１
）３
５
５
９（

兼
用
）

カ
ナ
ダ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

大
使
募
集

　

多
文
化
と
環
境
を
考
え
る
こ
と
を
目

的
に
英
語
研
修
を
開
催
し
ま
す
。

対
象　

小
学
５
年
生
以
上
の
人

○
海
外
英
語
研
修

美
し
い
自
然
を
有
す
る
カ
ナ
ダ
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、学
校

訪
問
や
福
祉
施
設
慰
問
な
ど
を
通
じ

て
国
際
理
解
を
深
め
て
み
ま
せ
ん

か
。ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
は
厳
選
さ
れ
た

家
庭
で
、英
語
が
不
十
分
で
も
心
温

ま
る
交
流
が
持
て
ま
す
。

期
間　

３
月
26
日
㈪
〜
４
月
４
日
㈬

（
事
前
研
修
あ
り
）

場
所　

バ
ン
ク
ー
バ
市
、リ
ッ
チ
モ

ン
ド
市

費
用　

25
万
７
０
０
０
円

○
国
内
英
語
研
修

期
間　

８
月
中
旬

場
所　

海
の
中
道
青
少
年
海
の
家

（
福
岡
市
東
区
西さ

い
と
ざ
き

戸
崎
）

費
用　

未
定

※
申
込
先
着
順
で
受
け
付
け
ま
す
。申

込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

カ
ナ
ダ
友
好

協
会
事
務
局

（
９
３
４
）３
５
５
３（

兼
用
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か

太
宰
府
検
定

　

太
宰
府
市
市
制
施
行
30
周
年
を
記
念

し
て
、太
宰
府
の
魅
力
を
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
、「
太
宰
府
検
定
」を
行
い
ま

す
。

　

受
験
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、ぜ

ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

５
月
19
日
㈯

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

福
岡
国
際
大
学
・
福
岡
女
子
短

期
大
学（
太
宰
府
市
五ご

じ
ょ
う条
４
ー

16
ー
１
）

内
容　

初
級
、中
級（
４
肢
択
一
１
０
０

問
）

受
検
料　

各
１
０
０
０
円

※
第
２
回
目
以
降
は
変
更
に
な
り
ま

す
。

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈯
ま
で

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
る
か
、同
検
定
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
見
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

同
検
定
実
行
委
員
会

事
務
局（
㈶
古
都
大
宰
府
保
存

協
会
）

（
９
２
２
）７
８
１
１

（
９
２
２
）９
５
２
４

http://

太
宰
府
検
定.jp

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

職
業
訓
練
講
習

○
パ
ソ
コ
ン「
ワ
ー
ド
＆
エ
ク
セ
ル
」

期
間　

３
月
１
日
㈭
〜
21
日
㈬（
全

12
回
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

同
協
会

受
講
料　

３
万
８
０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
含
む
）

定
員　

20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

２
月
２
日
㈭

○
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

期
間　

３
月
４
日
㈰
・
11
日
㈰（
全
２

回
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

30
分

場
所　

同
協
会

受
講
料　

８
０
０
０
円（
別
途
テ
キ

ス
ト
代
８
０
０
円
が
必
要
）

定
員　

60
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
開
始
日　

２
月
３
日
㈮

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会（
福
岡

市
東
区
千ち

は
や早
５
ー
３
ー
１
）

（
６
７
１
）６
８
３
１

（
６
７
２
）２
１
３
３

新
生
活
産
業

合
同
会
社
説
明
会

　

福
岡
県
と
福
岡
県
雇
用
対
策
協
会

は
、新
生
活
産
業
分
野（
個
人
・
家
庭
向

け
サ
ー
ビ
ス
業
）の
企
業
を
中
心
と
し

た
24
社
が
集
ま
る
合
同
会
社
説
明
会
を

行
い
ま
す
。

　

入
場
は
無
料
で
、予
約
や
履
歴
書
も

不
要
で
す
。

対
象　

求
職
者
、平
成
24
年
３
月
卒
業

予
定
の
人（
高
校
生
を
除
く
）

日
時　

１
月
31
日
㈫

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

場
所　

天
神
ビ
ル
11
階
10
号
会
議
室

（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん
じ
ん神
２
ー
12

ー
１
）

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
新
生
活
産
業

就
職
支
援
事
業
事
務
局

（
４
７
７
）９
０
８
２

（
４
１
１
）５
７
５
０

保
育
士
有
資
格
者

現
場
復
帰
促
進
研
修
会

　

結
婚
や
出
産
、定
年
退
職
な
ど
に
よ

り
保
育
の
現
場
を
離
れ
て
い
る
保
育
士

を
対
象
に
、保
育
所
な
ど
へ
の
再
就
職

を
支
援
す
る
た
め
の
研
修（
講
義
・
体
験

実
習
）を
行
い
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

対
象　

保
育
士
の
資
格
を
有
す
る
人

期
日（
全
２
回
）・
場
所

▽
２
月
８
日
㈬
・
９
日
㈭

福
津
市
立
図
書
館（
福
津
市
中ち

ゅ
う
お
う
央
１

ー
１
ー
２
）

▽
３
月
１
日
㈭

須
恵
町
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー（
須

恵
町
上か

み
す
え

須
恵
１
１
６
７
ー
３
）

時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時（
２
月

９
日
㈭
は
正
午
ま
で
）

※
申
込
方
法
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
保
育

協
会（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

（
５
８
２
）７
９
５
５

（
５
８
２
）７
９
５
６
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▽
歯
茎
が
痩
せ
て
き
た
、歯
が
ぐ
ら

つ
く

▽
歯
茎
か
ら
膿う

み

が
出
る

歯
周
病
の
予
防

　

歯
周
病
予
防
に
は
、で
き
る
だ
け

３
食
ご
と
に
歯
磨
き
を
行
い
、歯
間

ブ
ラ
シ
や
糸
よ
う
じ
な
ど
で
歯
と

歯
の
間
の
汚
れ
を
取
り
除
き
ま
し
ょ

う
。

　

１
年
に
１
〜
２
回
は
歯
科
健
診
を

受
け
、自
分
で
は
取
り
除
け
な
い
歯

垢
や
歯
石
な
ど
を
除
去
し
て
も
ら

い
、適
切
な
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
に

つ
い
て
も
指
導
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

歯
周
病
予
防
は
肥
満
予
防
に
な
る
！

　

食
生
活
に
お
い
て
、「
規
則
正
し
い

食
事
を
す
る
」「
間
食
を
減
ら
す
」「
よ

く
か
ん
で
食
べ
る
」な
ど
に
気
を
付

け
る
と
、歯
周
病
予
防
だ
け
で
な
く
、

肥
満
防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、よ
く
か
む
こ
と
は
、満
腹
感

を
得
ら
れ
て
食
べ
過
ぎ
を
防
止
し
、

唾
液
が
よ
く
出
て
口
の
中
を
き
れ
い

に
す
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

女
性
の
体
と
歯
周
病
の
関
係

　

妊
娠
中
は
、つ
わ
り
な
ど
で
歯
磨

き
が
難
し
く
な
り
が
ち
で
す
。そ
の

た
め
、虫
歯
や
歯
周
病
に
な
る
人
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。妊
娠
中
に
歯

周
病
に
な
る
と
、赤
ち
ゃ
ん
が
小
さ

く
生
ま
れ
た
り
、早
産
に
な
っ
た
り

と
リ
ス
ク
が
高
ま
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。こ
れ
は
、歯
周
病
の
炎

症
で
出
て
く
る
物
質
が
、胎
盤
に
影

響
す
る
た
め
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。妊
娠
中
は
自
分
自
身
の
た
め
だ

け
で
な
く
、生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ

ん
の
た
め
に
も
、口
の
状
態
に
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

歯
周
病
と
は
？

　

歯
と
歯
を
支
え
る
組
織（
歯
周
組

織
）の
さ
ま
ざ
ま
な
病
態
の
総
称
で

す
。歯
茎
の
腫
れ
や
出
血
か
ら
始
ま

り
、放
っ
て
お
く
と
や
が
て
歯
が
ぐ

ら
つ
い
て
抜
け
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

日
本
で
は
、成
人
の
約
80
％
が
歯

周
病
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

歯
周
病
は
、初
期
の
段
階
で
は
ほ

と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、既

に
進
行
し
た
状
態
で
発
見
さ
れ
る
こ

と
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

歯
周
病
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

　

次
の
項
目
で
１
つ
で
も
該
当
す
る

症
状
が
あ
る
人
は
早
め
に
歯
科
医
院

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▽
歯
磨
き
な
ど
で
歯
茎
か
ら
出
血
す

る
▽
口
臭
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た

▽
歯
茎
が
赤
く
腫
れ
て
い
る

ファミサポかすが
　「ファミリー・サポート・センターかすが」は、子育ての手助けをし
て欲しい人（おねがい会員）と子育ての手伝いをしたい人（まか
せて会員）が相互援助活動をする会員組織です。
　今回は会員の活動の様子を紹介します。
○「おねがい会員」の声
　仕事をしているので、残業のときに2人の子どもを保育園に
迎えに行ってもらい、その後、夕食の提供と託児を依頼してい
ます。
　子どもが、「まかせて会員」のお宅で、「まかせて会員」のお子
さんのお兄さんやお姉さんと兄弟のように仲良く遊んでいる

様子を聞くと、これからも安心して仕事が続けられると思える
し、何より家族のように接してもらい嬉しく感じています。
○「まかせて会員」の声
　保育園に通っている2人の子どもを預かっています。初めの
うちは、野菜が苦手でしたが励ましながら声掛けを続けたの
で、今ではたくさん食べてくれます。自分の子どもは成人して
いるので懐かしく、もう一度楽しい育児の時間を頂いたようで
ありがたく、充実したひとときを過ごしています。わが子のよう
に成長が楽しみ
です。

歯
周
病
対
策
を
は
じ
め
ま
し
ょ
う

　歯
周
病
は
全
身
の
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
け

る
よ
う
、
歯
周
病
対
策
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ先
ファミリー・サポート・センターかすが

（すくすくプラザ内）
（584）7700　 （584）7739

開設：月〜金曜日　午前 8時 30分〜午後 5時　
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中
なかたけ

武 健
け ん た

太ちゃん（原町）
平成23年1月18日生

河
こう

野
の

 円
ま ど か

花ちゃん（ちくし台）
平成22年1月21日生

椛
かばしま

島  唯
ゆい

ちゃん（須玖南）
平成23年1月20日生

六
ろく

井
い

 大
だ い ご

悟ちゃん（昇町）
平成22年1月27日生

大
おお

多
た わ

和 愛
あ い ら

來ちゃん（千歳町）
平成21年1月31日生

1月後期

3
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
２
月
１
日
㈬（
消
印
有
効
）ま
で

の
到
着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口      12/15現在

◎総人口    110,037人

女 　56,526人

男　 53,511人

◎世帯数  44,788世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報や子育て情報、健康
情報など 11分野の行政情報を携帯電話
などにメール配信するサービスです。
　下のメールアドレスへ空メールを送
信し、返信メール記載のURLをクリック
して表示される画面で登録してくださ
い。また、下の携帯用バーコードから、
空メールを送信することもできます。
　登録は無料ですが、メ ー ル 受 信 の
ために所要の通信費がかかります。

ksg-c@ansin-anzen.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

春日西中学校

　コミュニティ・スクールが目指すのは「地域ぐるみの学校づく
り」です。「地域と学校が協働して子どもを育てる」という目標
を共有し、地域と家庭と学校が協働していくことが地域や学
校を活性化させることにもなっています。学校の働きかけによ
り、生徒と保護者が一緒に地域の行事に参加することで地

域の世代間交流が促進され、
希薄になった人間関係の絆
が復活します。また、地域の人
が学校の行事に参加し、経
験や知識、技術を伝えること
で生徒や先生に刺激を与え
学校に地域の風が入り、風通
しがよくなります。
　本校には、学校と地域を連
結する実働組織の「西中サ
ポート地域本部」があり、「学

習」「安全」「環境」の３つの支援を行っています。これらは、
地域ボランティアによって支えられています。
　サポート地域本部の取り組みの1つとして、春日西中学校
発の地域情報誌「ネビュラ」の発行を行いました。
　この「ネビュラ」は、春日西中学校のサポート地域本部が発
行・編集の主体となって作られており、春日西中学校区内限
定の地域情報誌です。
　内容は学校や地域に密着したものを目指し、春日西中学
校の取り組みや活躍した生徒の紹介、校区内自治会活動の
取り組み、校区内小学校のコミュニティ・スクールの活動紹介
など春日西中ブロック（春日西中学校区）の地域の情報を1
つの冊子に集約したものです。また、春日西中校区内の街歩
きスポットの紹介や資源回収などの案内、地域行事のカレン
ダーなども掲載しており、「地域の便利帳」の役割も担ってい
ます。
　次回は、春日西中発地域コミュニティ誌「ネビュラ」の編集
などの具体的な取り組みを紹介します。

（西中サポート地域本部 事務局長　森
もりまつ

松）

▲サポート会議の様子西中サポート地域本部の取り組み
～地域情報誌「ネビュラ」（１）～



　皆さんの家庭では、正月はどんな過ごし
方をされたのでしょうか。私は毎年家族を
連れて実家に泊まりに行くことにしていま
すが、私の子どもたちもそれを楽しみにし
ています。お年玉への期待だけではなく、
ある種特別ないい雰囲気を感じながら子
どもたちは正月を過ごしているようです。
　私の実家では、品数は少ないながら今
でもおせち料理を作ります。台所では数の
子を浸すしょうゆやみりん、雑煮や煮物の
ためのだし汁のにおいが立ち込め、食卓で
はとそ器からお酒が香ります。冬の冷たい
空気の中に漂うこのにおいが、「お正月」の
記憶として子どもたちに刻み込まれている
ように感じます。
　さて、おせち料理は縁起を担ぐだけでな
く栄養価が高いと昔読んだ本にありまし
た。おせちに限らず体に良いものを食べ、1
年間無病息災でありたいものです。　　お

婿押しの婿揉み

　「春日の婿
むこお

押し」は春日神社で毎年1月14日に行われる行事で、国の重要無形

民俗文化財に指定されています。

　春日の婿押しといえば、ヘコ姿の男衆が御池の中でたるを割り、その破片を奪

い合う「樽
たる

せり」が有名ですが、その後に行われるのが「婿
むこ も

揉み」です。前年に結

婚した新郎を輪の中央に囲み、祝

い歌を歌いながらもみ合います。

こうして祝福された若い夫婦とと

もに、行事に参加した者も、悪事

災難を逃れ、幸運が訪れるとされ

ています。

　（奴国の丘歴史資料館）
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